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に並態生の菌病麗白ρ獄

究liFfるず關に疫防
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に並態生の菌病彊白の獄

究研うす關に疫防
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難獄方鷲獄人方白へ媛でをを
卵窒法兇晶爲法彊る病あ攻防
霧蔓・1籍雲哲零鎧撃叢箪
潔の　力よ抗　防あ疫するす　昌
　消　のる力　疫りにかのに　篇
　憲　保抵の　問まあらでは
　　　護抗増　題すたそあ今　　　　力強　　　゜りのり迄　白
　　　　0）　　　　 ま適ま御　彊
　　　　鐡　
　　　　　　　　次とそVb　の
　　　　　　　　のこのた　防
　　　　　　　　饗髪護盈疫
　　　　　　　　事選がし　間
　　　　　　　　柄ぶ獄た　題
　　　　　　　　をのに白
　　　　　　　　攻が害薇
　　　　　　　　究此が病
　　　　　　　　すのあ菌　　・
　　　　　　　　る白つの
　　　　　　　　必鷹て生
　　　　　　　　要病は態
　　　　　　　　がの何を
　　　　　　　　あ防ん知
　　　　　　　　　り疫につ
　　　　　　　　叉上もた
　　　　　　　　そ必な上　　　
　　　　　　　　れ要らで
　　　　　　　　ででなぞ
　　　　　　　　全あいの
　　　　　　　　般りの弱
　　　　　　　　にまで鮎
　　　　　　　　亘すあを　　　　　　　　つ゜りと
　　　　　　　　て私まつ
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に並態生の繭病彊臼の慧
1究研るす關に疫iSJj

　　　　，調

わ盤嚢まを　　之防接
け品ふす利之　 は法種之　 勿

で種晶が用は　　出でなは　　論
あに種正す前　 i來先ど人　 之乏ト、氏
りよを白るに　なつ天間　は野病獄
まつ選×のrll　い理然の　　私外鷲磯
すてぶ敵でし　の想疲傅　 の病屍難
゜白こ九あま　　ででに染　　一原の座
而彊となりし　ああ謝病　個菌庭の
し病もどまた　 りりしで　 のの分潰
鍛に一はす様U；ままて醤a．私庭　潔
温罹方よ゜に翼すすの畢人案分
種り法く既慧品　゜が種方爲で
だ方で罹にの種　　獄痘面的あ
けのあるあ品に　のなで抵り
で差りのり種依　　場ど盛抗ま
はがまでまにる　合はに力す
絶あすあす依抵　にと研のが
i封る゜り鷲つ抗　 はれ究檜此
的か爾まの，て力　どでさ張等
にを今す品白の　のあれ　に
白明後゜覆彊塘　病りて　就
嬬か研從で病強　 氣ま屠　

V・

病に究つばに　　でしる　て
をすがて’日罹　　 もてこ　私
防れ進白新り　　　未病と　　の
ぐばん彊×方　　だ氣で　考
と抵で病昭が　　　之にあ　　へ
云抗如の和非　　　は封り　¶を
ふ力何磯な常　　 出しま　

申

このな生どに　　來てす　
し

と弧るのは…異　　まは゜　上
はい原甚一つ　　せ最例　 げ

困品因だ番て　　んもへ　度
難種がし罹居　　 ゜進ば　い
でのあいりり　　白歩ワ　と
あ育っ地難ま　　 彊しク　 思

り成て方いす　　病たチ　 ひ

まも斯でのか　　で完ン　ま
す出のはでら　　も全の“究
゜i來様斯あそ　　 勿の豫
　るに二ふりれ　　 論豫防
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洗　　　由・か一りにを菌の度がV・
色此　媛り般ま弱少を嚢と瀧様此
kの　病で養すいく獄生白度にのの織　 獄な翻゜品すにを彊のす抵
藥竃　 はく家此種る塗少病方る抗
捌獄　斑前ののはこりく菌はの力
が具　 來に建こ先と付すの前をの
あの　 る第物とつがける磯に私保
り消　　の三等は駄出たこ育Fi・は護
ま毒　 で十か第目來場と温L指と
すは二あ六ら三でま合が度まし巾ハ
カ1前鍾bX考＋すすは出がしてし藍
普に案ま等へ六が゜駄來略た居まm
通自蟹すでま表臼而Eiま一一一・檬るす抵
獄彊具か御すと断しです致にのの抗
．壼病のら覧と第×此す゜し温では力
の菌消飼の不三昭のが之て度あ飼の

し子　 だOこにな灘具巾らに゜識
ての　 け％と出罹晶にしで調此の
は溝　　でででてり種附まあ節の乎
蟻潔　 完飼あ胎難と漕しりし問入
酸試　全育りりい非したまて題を
ア験　 としまま品常た様すもはよ
ルの　 思てしす種に場に゜駄主く
ヂと　てもて゜で密合飼而日とし
ヒこ　は獄漁而は接で育しでして
1ろ　 な具度し大なあ漁灘あて病
ド「で　　りにの飼い關り度度り飼原
のfll　ま病調育に係まをはま育菌
瓦し　せ菌節漁白がす六乾す温が
斯ま　 ノもがが度殖あとO燥゜度あ
消し　　附完だ病！1）盤％さそとつ
瑛た　　　い盃けをま程位へれ漁て
ク様　　 でにに防し白にすは慶も
ラに　　居行頼げて彊すれ獄で傅
イ色　　 りかるる正病ればのあi染
トk　　　k’なこの白のば白稜りさ
丞の　　すhとでの機病薇育ませ
フ方　　 とばはあ様生原病温すな
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　に並態蛋の菌病彊白の獄
　究研るす關に疫防

　聖玄玄。蘇箋需鷲鷲象需寝th藩寛
　二とこれ　具全蒸具ま必此渡法毒マ1
　十云とは　はで汽のす要のクばはり
　四ふも鷲　時あ油浩かで中ロか特ン
　度こあ卵　 kり＝kij－1．毒らあ昇1り別フ巽
　にとりに　　riまのに藥り衆ルににク
　しにま病　光す設はをま水石頼完Pt
・搭7／Tま鵠撮暴勢讐樂1tr奮譲雲↓
　潔ま運が磯す汽なのし皇は二危密石
　液す搬附翻の鴻い消た鷹後十瞼閉次
　へ゜申着卵は毒場潔ら病で五での丞
　三私としの一の合方四菌鷲倍あ掲昇
　十はかて溝番場は法五はに渡り來最
　分信催居毒安合湯がr聯此害昇まるフk
　聞濃青る　債蒸に勿問等が最づ；獄等
　浸1歌中場　で汽入論ものあ水　室の
　潰白等合　消のれ共獄藥るはクか撒
　し×にに二　毒温て通室がこ五ラ溝布
　て昭附卵　の度そしをかと○イi藤濁
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　でのすを　而六温行ちりあ倍水でで
　清獄る消　かo度へてさり液はなあ
　水種こ毒　 ら度がまおへまを五けり
　でのとす　見で六すけすす何Oれま
　奥催もる　て＋oがばれかれ○ぱ需
　氣青あの　も’分奨そよば与も慨駄
　のをりで　　よ闇華のV・直注獄液国け
　な始まあ　い以氏蒸のぐ意室をでれ
　くめすり　こ上一汽で死しに撒あど
　なてかま　　とで四溝あぬて遍布りも
　る胚らす　で先○潔りと清く％ま蟻噛
　迄子やが　 あ全塵がま云毒…撒　 づξ懲
　雰熱磨藻呈括孕塞需宅讐享ζ普乙
　勃ヒ程f撰製　 す毒分な　 よ鵬モるル通ア
　1條進膏造　　゜さ聞効　い水のマ養ヒ
　しん卵場　　 れ以が　 位ででリ懲1
　てでをで　　　ま上あ　　に洗あン家ド
　普か溝附　　 す維り　早ふり水での
　通ら毒蒲　　 ゜てま　 くこま三此瓦
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に」墜態生の欝1病艦白の召讃

多琶了肝るす關に疫防

　　　　一
’『卿一一騨一一一一一一一一一一一一

　れ獄ま獄かてし　　 原た青は　
と

獄で座す膿野もた前　 醗が室・全此し
腸なもが癒外翻らに　をそでくのて
消け慰ど座かを溝申　も゜）陰零様そ
毒れ室う獄ら飼r凝し　 殺様乾がにれ
はばもも室持つしま　すにすな爽を
病充あ獄をちてまし　こ濃れい蟻掃
原分ら膿消込居した　 と厚ばの歩立
菌のゆ消潔まるて獄　　がで卵で合ll．
を効る毒しれ聞飼品　 出なに借も数
殺渠場とてたに育種氏來くはき健で
すは所申病か白中に翼まて客ま踊・除
こあへし原し彊は注鰹つも障死歩し
とり藥ま繭た病な意難゜一生　合て
がまをすをも獄るし座　○來斯も健
lllせ撒と取のがべ慧の　0し2一蝋
來ん布獄除と出くst4；省　oま様寸歩
て゜しのい考る清慰毒　 倍せにも合
讐憂鐸E釜：婆盤　婆鬼濃勲乞
無　 らけますがし溝　　 も此黙恒ま
害　すでう゜あ乾毒　　三の青藍し
で　病よ必そり燥し　　○表頃奪㌃
あ　原い要のまを獄　　　分の泄が
る　 菌檬が時す計卵　　 間中毒あ
と　 をにあに゜りに　　渥iでしり
t．’　殺t）4りはそ翼も　　漬クてま
ふ　しへま徐れ具病　　すラそせ
藥　　ててすりは吟は原　　　れイれ・％
が　 し困゜白何時菌　　ぱトを
墨ま茎董饗豪育語　纂竺沓畿
で　度す獄獄に光い　　猶0洗篁
あ　　い゜罷が病にて　　　菌○つ調
り　 の私溝ひ原曝ゐ　　 は倍て査
ま　では毒ど菌する　　塑液曇は
すあ慧とくが様心　論な氣あが　 り盟云出残に配　　微どをり
そ　まとつなつ致が　　粒使除ま
，ん　す一ていてしあ　　子ひい窯
な　　゜緒居中居まり　　　のまてが
薬　そにbにたしま　　病し催之
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　　　　　　　　第窪襟倉墾キく
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　　　　　　　　十　回ににらヤ付
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　　　　　　　　　（一）撒媛つ用ドリ
　　　　　　　　フフ布病て方メま
　　　　　　　　オオし菌居法のせ
　　　　　　　　ルルて生りが素ん　　　　　　　　ママど胞ま示硬゜’
　　　　　　　　リリの子すし化今　　　　　　　　ンン濃を　゜て病臼
　　　　　　　　のの度塗そあ防使、
　　　　　　　　濃濃が抹のり止は
　　　　　　　　度　度　よ　し他　ま　剤れ・
　　　　　　　　比比いてのす、な　る　　　　　　　　較　較　か　フ　藥　゜　ど　の・

　　　　　　　　表　 調オで叉では
　　　　　　　　　　ベルは硬あフ
　　　　　　　　　　てマ水化りオ
　　　　　　　　　　見リに病まル
　　　　　　　　　　まン稀防すマ　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　し氷繹止゜リ，
　　　　　　　　　　た酷す捌此ンンすはれン　て鷲　　 ゜酸るはの末
水た温ては斯三に之　　 ク濃i粉中酷・
はめ度屠從の日白に　　n度末ネ酸
低とにり來様に磯は　　 1をでオク温思よ　ま三で亘病大　　　　ル決出　ピ　・
にはつすQあつ菌草　　 石め來liなれて゜倍りての×　　 友たるロル
　　　　　　　　　　　Nりま殺之液ま三分昭　　ク方だン眉
ます菌はをす回生和　　 ラがけと次，
す゜カフーが溝胞五　　イよ多ガグ
とフがオ般フ葦錺子・齢　　 トb回シラ
ズオ璽iルにオしを三　　のと撒ヤイ
ツル化マ使ルま塗臼　　　　各思布　リ　ト
　　　　　　　　　　　　　　　やトマしリ用vし抹目　　 種はがドネ
殺りまンさリ臆しの　　濃れよメオ
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に並態生の菌病魑面の欝1

究研うす關に疫防
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に並態生の菌病艦白の獄

究研るす關に疫防
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　　　　　　　　　　　　　　一
撒齢で獄の様らけ布るも獄い濃ま験
布とあ期濃に升1：るしと効にこ慶すで
し云り・や度な懲のて稚果寄とはなあ
てふま批でれには病懲が生で稚らり
他のvg；黎使ばな此原にあすあ鷲ぱま
のは　期用もつの菌薄るるりにそす
齢一之のしうて意をくか病まはのカ、
ぱ齢は藥なぞ無味流すも原す非藥ら
普中日害けれ闇でしる知菌゜常害慧
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究研うす關に疫防
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　　　　　　　　　　　集演講學科縣魏
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に並態生の菌病藏白の獄

究研うす關に疫防
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集演講學科継獄
」

し

しを
たす
ごる
と様
をに
恐命
縮ぜ
にら
存れ
じま
まし
すた
とが
共私
にの
御様
静な
i聴未
を灘
煩が
し先
ま輩
しの
た皆
こ檬
とに
を向
感つ
謝て
い長
た時
し間
ま下
す手
゜な

　話
　を
　申
　し
　」こ

　げ
　ま

剛　　　　　　　　　　　　　　一72一


